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令
和
三
年
度 

福
岡
女
子
大
学 

第
七
十
一
回
、
第
七
十
二
回
合
同
入
学
式 

及
び
大
学
院 

第
二
十
八
回
、
第
二
十
九
回
合
同
入
学
式 

 

式
辞 向

井
学
長
の
式
辞
は
、
皆
さ
ん
が
知
的
向
上
心
と
感
性
に

感
動
す
る
人
間
と
な
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
い

で
し
た
。Diversity

（
多
様
性
）
と
い
う
こ
と
は
、
物
知
り

に
な
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
他
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
と
い
う
感
動
も
あ
り
ま

す
。「
未
知
の
知
」
の
感
動
、
す
な
わ
ち
、
知
ら
な
い
こ
と
に

対
し
て
知
る
感
動
は
、
自
分
を
改
善
し
て
、
よ
り
知
的
な
人

間
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

 
 
 

Diversity-Innovation 

と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
創
造
で
す
。 

向
井
学
長
流
に
い
う
と
、
自
分
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い
う
ギ

ル
ド
集
団
の
一
員
と
な
る
た
め
に
は
、
集
団
で
の
向
上
能
力

を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
１
、
２
年
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

そ
の
必
要
性
を
理
解
し
、
進
化
し
、
真
理
を
探
究
す
る
こ
と

が
、
社
会
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

１
、
２
年
生
の
皆
さ
ん
に
、
福
岡
女
子
大
学
（
福
女
大
）

で
学
ぶ
こ
と
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
か
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。 
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福
女
大
で
は
、
他
の
大
学
が
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
、
例

の
な
い
「
福
女
大
ユ
ニ
ー
ク
」
を
、
数
多
く
教
育
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
全
寮
制
生
活
で
のEnglish Time

、
月
曜
日
の

English Day
、
ア
ル
バ
イ
ト
禁
止
や
、
外
国
人
留
学
生
と
共

に
暮
ら
す
日
常
生
活
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
、
タ

イ
の
超
一
流
の
高
校
と
の
、
入
試
合
格
を
前
提
と
し
た
連
携

交
流
が
あ
り
ま
す
。
教
育
で
は
、
福
女
大
美
術
館
を
使
っ
た

感
性
教
育
、
教
員
と
学
生
が
何
を
教
え
、
何
を
学
び
た
い
か
、

授
業
ス
タ
ー
ト
前
に
徹
底
討
論
を
行
い
、
合
意
し
た
後
に
授

業
を
開
始
す
る
、
さ
ら
に
、
授
業
中
の
緊
張
感
を
増
す
た
め
、

授
業
の
復
習
の
習
慣
を
つ
け
る
た
め
に
、
抜
き
打
ち
テ
ス
ト

（
ク
イ
ズ
）
を
多
く
実
施
し
、
授
業
理
解
度
の
深
化
を
図
り

ま
す
。
海
外
留
学
す
る
学
生
が
約
７５
％
お
り
、
留
学
し
な
い

学
生
２５
％
の
た
め
のEnglish Village

の
開
設
、

Language-café

、
学
生
の
大
学
運
営
・
経
営
へ
の
参
加
、
ク

ォ
ー
タ
ー
制
も
２
０
１
８
年
よ
り
、
大
学
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
、
勉
強
の
「
場
」
は
提
供
し
ま
す

が
、
答
え
は
自
分
自
身
で
見
出
す
こ
と
で
あ
り
、
大
学
は
、

自
分
自
身
で
学
び
、
勉
強
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
役
員
と
上
位
教
員
の
女
性
比
率
は
、
２
０
２
０
年
で

４０
％
以
上
で
す
。
教
職
員
・
学
生
の
向
上
心
に
よ
り
、
タ
イ

ム
ズ
（
THE
）
高
等
教
育
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版
で
福
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女
大
は
、
７
６
６
の
大
学
中
、
こ
こ
数
年
は
５
０
位
以
内
で
、

７
３
あ
る
女
子
大
で
は
２
位
を
保
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

そ
の
よ
う
に
非
常
に
質
の
高
い
大
学
で
勉
強
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
誇
り
と
感
動
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
感
動
は
、

自
ら
の
向
上
心
の
証
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
教
職
員
と
一
体
と

な
り
、
日
本
一
の
女
子
大
学
を
目
指
し
て
下
さ
い
。
日
本
一

と
な
る
仕
掛
け
は
、
既
に
整
っ
て
い
ま
す
。
大
学
は
、
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
楽
に
単
位
が
取
れ
る
場
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
継
続
し
た
努
力
と
向
上
心
を
持
て
る
社
会
人
と
な

る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
皆
さ
ん
に
、
こ
の
こ
と
を

お
願
い
し
て
、
私
の
入
学
式
の
式
辞
と
し
ま
す
。 

も
う
一
度
言
い
ま
す
。
大
学
は
、
勉
強
し
て
、
自
分
を
今

以
上
に
輝
か
せ
る
場
所
で
す
。
私
が
小
学
校
の
卒
業
式
の
時

に
い
た
だ
い
た
、「
人
並
の
努
力
は
、
人
並
み
に
終
わ
る
」
こ

と
を
意
識
し
て
、
大
学
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 令
和
三
年
四
月
三
日 

公
立
大
学
法
人
福
岡
女
子
大
学 

前
理
事
長
・
学
長 

梶
山 

千
里 


